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1. は じ め に






































衰えた後, 1926 (大正 15) 年に商店街の装飾に
採用され ｢復活｣ したことを転機に, 数年のうち
に盛大な行事に発展したことが今日の隆盛につな
がっている｡ 本稿は, 仙台七夕まつりの ｢復活｣
を都市祭礼としての ｢成立｣ と捉え, 次の転換点











るが, その直前の七夕の様子を, 1924 (大正 13)











た笹竹が飾られる｣ (河北新報 1924. 8. 7)｡
『河北新報』 によれば, 次の 1925年も似たよう
な内容である｡ ｢たなばたは以前ほどではなく,
飾っても万事は節約の世の中とあり, ごく簡単に




は至って振るわず, 国分町, 南町も, 軒並を銀行
会社の占有するところとなってポツポツの平凡意
匠, 柳町から北目町, 荒町が却って妍を競う｣ と
ある (河北新報 1925. 8. 7)｡
このように, 市内各地に五色の紙で飾られた笹
竹が飾られているものの, ｢名残を止めるに過ぎ









この年, 七夕祭りの 8月 6日に各商店街では,
中元の売出しも兼ねて連合大売り出しを実施した｡
その中で大町五丁目の全戸が七夕の竹飾りを掲揚
し, 飾り付けの審査を行い, 特等から 4等までを
表彰をして評判を呼んだ｡ その経緯を順にたどっ
てみよう｡
『河北新報』 には, まず 7月 23日付に ｢大通り
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引き大売り出しで対抗したようだ｡











































なお, 記事に ｢本年の如き目出たき年柄｣ とあ
るのは, 昭和天皇の大礼の年であるためで, 大博




























































































北新報 1931. 8. 1)｡ このように河北新報社が競技
の後援に加わった結果, 飾り付けの準備の様子も
報道され, 競技への興味をかき立てた｡ なお, 審
査結果は, 大町五丁目と東一振興会が同点のため
決選投票を行って東一振興会が一等になった (河
北新報 1931. 8. 8)｡
審査への関心が高まったことから, 1932年の
競技会は, 商工会議所, 仙台協賛会, 河北新報の
共催で, 団体賞, 個人賞の二本立てで審査が行わ
れたが, 事前に ｢審査規程｣ が発表された (河北






つきと, 細工の完備をもって優位とす｣ と, 創意
工夫を重視することを述べる｡ このことに関連し








都市祭礼 ｢仙台七夕まつり｣ の成立と変容 41
いうが如き全体としての色調に重点が置かれる｣
(河北新報 1932. 7. 16) と, 全体の調和を強調す










器店が 1等で, 5等まで 10店が表彰された｡ ま
た, 審査委員長による報告が掲載されており, 飾
り付けの出来栄えが進歩し, 得点が接近している

















しながらも ｢けれども, 七夕祭は, 一夜限りであ



















(河北新報 1929. 8. 9)｡ こうして観光客誘致計画
のあったことがうかがえるが, 内容はわからない｡
1930年には, 観光化の兆しとでも言うべき記




















































1932. 7. 12)｡ 8月 4日付には, 10往復が計画さ
れ五千名の団体が青森, 秋田, 岩手, 福島などか
ら仙台に来るだけでなく, さらに増車の注文が出
ているという｡ ただし 8月 5日付には, ｢七夕列






われる｡ なお 8日付には, 8月 6日の仙台駅乗降




一関, 小牛田, 白石, 原ノ町, 中新田から 6往復
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(河北新報 1933.8.5)｡ また古川についても, ｢見
物団体を仙台から逆輸入 連合売出しも開く大
意気込, 近づく古川の七夕祭｣ という見出しの下
に, 8月 26日 (旧 7月 6日) に行う古川七夕祭
は, 今年は仙台と日程が離れたので, 仙台からも
客を呼び込もうと計画中と報道されている (河北
新報 1933. 8. 6)｡ 1935年には, 古川のほか桃王
郡飯野川町 (河北新報 1935. 8. 3), 伊具郡藤尾村
金津 (河北新報 1935. 8. 4), 白石町, 大河原町,
築館町, 角田町 (河北新報 1935. 8. 6), 気仙沼







1937. 8. 7) とあるように, 戦争の影響が色濃く
















全市を第一地区 (中央部) と第二地区 (周辺部)
に分けて審査するようになる (ちなみにこの年の
審査基準は色調, 伝統性, 宣伝性, 独創性, 努力









には銀座四丁目と秋葉原駅 (河北新報 1953. 7. 6),
1954年には上野駅 (河北新報 1954. 7. 25), 1955
年には東京駅と浅草商店街 (河北新報 1955. 7. 9)
などに飾った｡ またこの年には, 各所から斡旋依
頼が舞い込んで, ｢このところ仙台七夕は東京に















んさしぐれ, はっとせ, 盆踊り, 田植踊りなどの
郷土民謡を観賞, 午後二時から七夕撮影を行って
同八時七分仙台発列車で帰京するという｣ (河北
新報 1952. 8. 4)｡ 何とも熱心な接待ぶりである｡
仙台鉄道管理局では, 戦前から七夕期間中の臨
時列車を運転していたが, これは戦後にも引き継
がれた｡ 1959年には, 5日～9日の 5日間に東北




｢たなばた｣ 号を運転した｡ 下りは上野駅 10：30
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発, 仙台駅 17：03着｡ 上りは仙台駅 15：30発,
上野駅 22：20 着で, 下りは 5～8 日, 上りは





人, 1954 年に 100 万人, 1956 年に 120 万人,























決算では, 電車の乗降客が 44万 9903人で, 昨年
より 1,885人少なく, 売上げは 486万 9千円で 7
千円減ったのに対し, バスは 53 万 3,895 人






















た｡ 1951年には水戸, 日立, 前橋, 平塚, 釜石
などの各商工会議所から約 300 名 (河北新報
1951. 8. 7), 1952年には土浦, 平塚, 横須賀, 水
戸, 会津若松, 八戸, 清水, 四日市, 神戸の九市
からそれぞれ二, 三十名ずつの視察団が来仙した
(河北新報 1952. 8. 4)｡ また, 1955年には二十余
の商工会議所から, 七夕飾りの作り方, 経費など
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100都市を対象に行ったアンケートが参考になる｡
それによると, 七夕まつりの開始年は, ｢昭和





まっているという [斎藤 2003]｡ 斎藤はブームの
理由を, ｢戦後, 日本がようやく復調の兆しを見
せ始めたころ, 人々は星空に将来の経済発展の夢












で六千枚準備している｣ (河北新報 1958. 6. 15)
というように, 観光面ではライバルに成長した他
の七夕を意識せざるを得なくなった｡ 仙台市の広













｢昔は笹のかざりは短冊, 吹き流し, 紙衣, ク








ものでもない｣ (三原良吉 ｢仙台の七夕｣ 河北新









の短冊, 同じく和紙で作った着物, 巾着, くずか




























離れていく｣ (河北新報 1954. 8. 6)｡
また, 1951年には ｢古式｣ 対 ｢新式｣ の論争















新報 1954. 8. 6)｡
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1953 年には ｢ミス七夕｣ を選出し (河北新報
1953. 7. 10), 翌年からは前日にミス七夕がオー
プンカーでパレードした (河北新報 1954. 8. 6)｡
また 1956 年には, 仙台駅頭で観光客を迎える



























ス七夕の選出 (1951), ｢平塚七夕音頭｣ (1952)
























聞宮城地方版 1957. 8. 8) という記事がある｡ 平
塚では仙台七夕まつりを頻繁に視察していたこと










観客数では, 早くも 1956年に平塚が 130万人
に達し, 仙台の 120万人を追い越す (ただし祭り
の期間は, 仙台の 3日間に対し平塚は 5日間であ
る)｡ その後しばらくは両者がほぼ同人数で, 少
なくとも観客数ではほぼ同レベルの関係が続く｡




『七夕まつり』 は, 名実ともに, その相互の位置
を確定した観がありました｣ [平塚七夕まつり実

















十年史』 では 1955年とされるが, 仙台市の広報
誌である 『仙台市政だより』 には ｢一戸一本飾り
つけを呼びかけ｣ (1955. 7. 25号) とあるだけで,
具体的な方策はわからない｡ 一戸一本運動が 『河





















翌年は, 前年より 10万円多い 40万円の予算で,



































棄てないこと, 清掃法で処罰される｡ 二. できる
だけ焼却してゴミ箱に捨てる量を少なくすること｡
などを市民に呼びかけることになった｣ (河北新
報 1954. 7. 26) という記事にあるように, この年
の清掃法施行の影響があった｡



















































させたのである｡ 以上 2つの点から, ここに ｢都
市祭礼｣ としての仙台七夕まつりが成立したと捉
えることも可能であろう｡







































の ｢祭り観光｣ は新たな展開を遂げる｡ その時期
の仙台七夕まつりについては, 稿を改めて論じた
い｡








らも明らかであり, 『仙台市史 資料編』 [仙台市
史編さん委員会 2004] の中でもこれらの記事が
紹介されている｡ また近江恵美子による最新の研
究 [近江 2007] も 1926年の七夕を紹介している｡
そこで本稿も 1926年を一つの画期として記述を
進めていきたい｡
( 2 ) 仙台協賛会は, 仙台観光協会の前身となる組織
で, 1935年に仙台観光協会と改称した｡
( 3 ) 博覧会と七夕に直接の関連はないが, 七夕が博
覧会終了後の景気浮揚策と位置づけられた可能性
はある｡
近江恵美子, 2007 『仙台七夕まつり 七夕七彩』 風の
時編集部
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世界』 安城市歴史博物館
仙台市史編さん委員会, 2004 『仙台市史資料編 7 近
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(｢日本民俗研究大系｣ 第 3巻), おうふう
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